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AI活用の新素材開発の事例 

【請求項１】 
 計算機により金属材料の設計を支援する設計支援方
法であって、 
 金属中元素の成分組成及び製造条件を含む入力情報
と前記金属材料の特性値を含む出力情報とを関係付け
た少なくとも１つの数理モデルを用いて作成されたもの
であり、 
 かつ前記入力情報に対応する入力の範囲を複数区間
で区切ったメッシュ毎の入力データに対する前記数理モ
デルの出力データが前記入力データと関係付けて蓄積
されているデータベースに対して、  
 所望の特性値を入力し、金属中元素の成分組成及び
製造条件を検索する検索ステップと、 
 前記検索ステップにより検索された、 
 前記所望の特性値に対応する金属中元素の成分組成
及び製造条件を提示する提示ステップと 
を含む、設計支援方法。 

JFEスチール（株） 「金属材料の設計支援方法及び設計支援装置」 特許第６６１７８４２号 ２０１９/１１/２２登録 ２０１９/１/１７出願  
   

 【概要】数理モデルを用いて作成されたデータベースに所望の特性値を入力して検索された金属中元素の成分組成及び製造条件を提示する。 
【効果】金属材料の設計にかかる計算負荷の増大を抑制することができる。 

2020年6月8日 特許業務法人HARAKENZO 
 WORLD PATENT & TRADEMARK 

www.harakenzo.com/jpn/iot_ai 

03-3433-5810（東京本部) 
iplaw-tky@harakenzo.com 

融合技術支援 弁理士 鶴田健太郎 


